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山
か
げ
に
流
れ
す
み
た
る
み
な
か
み
の

　
静
け
さ
さ
ま
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

牧
水

今
隼
に
豊
漁

　
翔
詩
で
塗
そ
う
’

　
六
月
　
E
、
あ
ゆ
釣
り
フ
ァ
ン
待
望
の

あ
ゆ
漁
が
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
E

の
た
め
に
前
E
か
ら
準
俺
を
し
て
い
た
多

く
の
大
公
望
た
ち
が
」
斉
に
耳
川
・
琿
谷

ハ
へ
と
縷
り
出
し
、
思
い
お
も
い
の
ポ
イ

ン
ト
で
初
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ム
フ
年
は
や
や
型
は
小
さ
い
が
．
量
は
か

な
り
い
け
る
と
か
…
…
9
／
堕

　
，

ζ

嚢　　　一
五人　口　5，722人（△12ン

　　男　　2，735人（△9）

　　女2，987人（△3）

　世帯数　L7呂戸（△3）

．　　　平成5年6月i日現在
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教室・

象タ
　
平
成
五
年
度
を
「
生
涯
学
習
一
兀
年
」
と
位
置
づ
け

今
日
の
多
様
化
す
る
社
会
情
勢
の
な
か
で
心
に
ゆ
と

り
を
、
そ
し
て
暮
ら
し
に
豊
か
さ
を
実
現
し
、
よ
り

良
き
人
生
を
送
る
た
め
に
、
そ
し
て
活
力
に
満
ち
た

牧
水
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、
学
級
・
教
室

か
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
一
．

　
な
お
、
小
・
中
学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
に
行
な

わ
れ
る
教
室
は
第
二
土
曜
日
と
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
避

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
学
級

・
教
室
に
は
、
以
前
か
ら
行
な
わ
れ

〆
、
い
た
占
同
齢
者
…
字
級
や
婦
人
…
子
級
な

ど
を
除
き
、
ワ
ー
フ
ロ
教
室
や
、
目

玉
の
一
つ
で
あ
る
英
会
話
教
室
な
ど

ト
一
の
教
室
が
あ
り
、
全
く
の
初
心

者
の
方
も
い
れ
ば
、
既
に
持
っ
て
い

る
技
術
を
こ
の
機
会
に
も
・
’
．
と
研
こ

う
と
す
る
方
も
い
て
、
い
ろ
ん
な
立
場

の
方
か
受
講
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
．

　
な
お
、
来
・
年
の
一
二
月
六
日
に
は
、

全
》
、
の
学
級
・
教
室
の
閉
級
式
を
策

ね
て
．
生
涯
学
習
推
進
大
会
”
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

高
齢
者
だ
っ
τ

　　

@　

奄
ｯ
右
や
、
お
れ
ん
”

［
雌
難
聴
総
出
”

　
今
東
郷
町
で
は
六
三
五
歳
以
ヒ
の

高
齢
者
の
割
合
が
二
十
一
二
〇
〇
と
な
つ

オ
、
い
ま
す
　
し
か
し
、
高
齢
者
と
い

っ
〆
、
」
》
”
人
生
八
L
l
年
－
’
と
い
．
わ
れ

る
時
代
、
六
卜
代
、
じ
ト
代
は
ま
だ

ま
だ
チ
』
レ
ン
ジ
心
は
旺
盛
　
も
っ

と
い
ろ
ん
な
勉
強
が
し
た
い
／
　
「
も

っ
と
由
オ
門
的
な
知
識
を
得
た
い
／
一

　
そ
ん
な
高
齢
者
の
気
持
ち
に
応
え

よ
う
と
、
去
る
κ
月
三
卜
一
日
山

岬、

t
＼
ら
花
学
園
一
が
開
校
し
ま
し
た

絞
変
国
国

革
ψ
こ

㌔
ら
　
く
成
ゼ
」

平
山祝

開
校

菰
峯
一

瞬
　
勤

　　

@
輔
　
。

レ
学
園
生
は
町
内
か
ら
希
望
の
あ
っ
た

　
6
4
歳
か
ら
最
高
齢
7
9
歳
ま
で
の
2
6
名

　
▼
▼
▼
学
園
生
の
声
▲
▲
▲

　
高
齢
者
と
な
∫
、
た
今
で
は
、
　
「
も

う
今
更
学
習
を
し
て
知
識
を
収
得
す

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
一
と

思
っ
ノ
、
い
ま
し
た
が
、
人
－
回
の
山
y
、
、

／
＼
ら
砕
化
田
字
園
の
開
校
キ
　
聞
い
〆
、
、
一
レ
小

し
、
も
う
　
度
学
習
し
て
み
よ
う
／
二

と
い
う
た
紙
持
ち
に
迩
5
り
ま
一
必
な

　
月
に
二
回
、
二
年
間
の
学
習
で
す
か
、

こ
の
間
い
う
ん
（
与
事
キ
吊
ア
ん
で
、
レ
あ
り
良

詮
、
人
生
キ
吊
懸
り
た
い
レ
　
田
心
い
ま
距
雫

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせ〈ださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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最
近
二
ヶ
年
の
平
均
純
利
益
が
三

　
千
万
円
以
ド
で
あ
る
こ
と
．

申
込
み
と
必
要
書
類

1
申
込
み
の
受
付
け
は
、
役
場
の
企

　
画
財
政
課
ま
た
は
東
郷
町
商
L
会

　
で
行
な
い
ま
す

　
由
・
請
に
必
要
な
書
類
も
準
備
し

　
て
い
ま
す

／

設
備
近
代
化
資
金
の
ご
案
内

‘γ ↑

連
帯
保
証
人
レ
こ
て
二
名

不
動
産
担
保
を
徴
求
、
五
百

万
円
未
満
は
審
査
結
果
に
よ

り
免
除
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
．貸
付
村
象
設
備
に
は
損
害
保

険
を
付
し
、
保
険
金
請
求
権

に
質
権
を
設
定
し
て
も
ら
い

ま
す
一

貸
付
契
約
に
は
公
正
証
書
を

作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
．

貸
付
手
続
き
の
流
れ

、

／

〈
宮
崎
県
商
工
金
融
課
〉

ひ鰹

ラセ　　　貸　　　貸　　　言受　　　三

一∫　　　付’　　付’　　f精　　　りセ
貸　　貸　　経
f・j』　　付”呂’

申

請

検←実←決←の←説←内←審←内←書
査 行 7し

の
通
知

確
認
検
査

明　　定
会　　の
　　　通
　　　知

査　　容
　　　の
　　　診
　　　断

の

提
出

か、

T
冨
孫
、

齢
。

　
宮
崎
県
は
、
県
内
中
小
企
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
金
融

施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
そ
の
一
つ
に
〔
設
備
近
代
化
資
金
し

が
あ
り
ま
す
．
こ
れ
は
中
小
企
業
の

み
な
さ
ん
が
生
産
設
備
を
近
代
化

（
購
入
｝
し
ょ
う
と
す
る
場
合
に
、

県
（
商
工
金
融
課
）
が
そ
れ
に
必
要

な
資
金
を
長
期
・
無
利
子
で
直
接
貸

し
付
け
る
も
の
で
す
、

◎⑫

主
な
貸
付
条
件

資
金
を
利
用
で
き
る
企
業

　
③

・
《
ノ
ハ、
、
◎
う
ど■塀

－
貸
付
額

2
貸
付
率

3
和
　
層

4
貸
付
期
間

5
償
還
方
法

五
十
万
円
か
ら
三
千

万
円
ま
で

設
備
購
入
価
格
の
二

分
の
一
以
内

無
利
息

五
年
間
（
設
備
に
よ

っ
て
は
延
長
が
あ
り

ま
す
）】
年
据
置
、
四
年
均

等
月
賦
償
還
（
設
備

に
よ
っ
て
は
延
長
が

あ
り
ま
す
）

6
保
証
人
・
担
保

1
機
械
金
属
工
業
、
軽
工
業
、
繊
維

　
工
業
、
農
林
水
産
業
、
鉱
業
、
建

　
設
業
、
小
売
業
、
サ
：
ビ
ス
業
な

　
ど
で
す
．

2
資
本
金
等
の
額
が
一
億
円
（
小
売

　
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
千
万
円
）

　
以
下
の
会
社
、
　
（
個
人
企
業
は

　
徐
く
）
で
あ
る
こ
と
．

3
従
業
員
数
は
百
人
以
下
（
小
売
業
、

　
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
十
人
以
下
）
で

　
あ
る
こ
と
、

4
青
色
申
告
を
行
ズ
．
て
い
る
こ
と

5
銀
行
等
か
ら
の
借
入
残
高
が
一
定

　
額
以
下
で
あ
る
こ
と
．
、

鍬ぜ

」 申込みから貸付まで1約4ヶ月 田

設
備
貸
与
制
度
の
ご
案
内

〈
中
小
企
業
振
興
公
社
〉

　
中
小
企
業
の
方
が
省
力
化
・
合
理

化
の
た
め
に
設
置
を
希
望
す
る
設
備

を
、
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
デ
ー
ラ
ー
か

ら
中
小
企
業
振
興
公
社
（
宮
崎
市
松

橋
二
r
目
四
番
ミ
レ
ー
号
宮
崎
県
中

小
企
業
会
館
内
）
が
代
わ
っ
げ
、
購
入

し
、
割
賦
販
売
ま
た
は
リ
ー
ス
す
る

制
度
　
設
備
貸
ケ
事
業
　
で
す
．

イウ

リ
t
ス
料
率
　
月
額
三
・
一

一
1
1
％
～
一
・
互
一
．
し
％

リ
ー
ス
期
間
三
年
～
し
年

申
込
み
と
必
要
書
類

貸
与
制
度
の
内
容

1
　
割
賦
販
売
△
（
）
は
電
．
士
計

　
算
機
利
用
設
備
v

対
象
と
な
る
設
備

1
業
種
ご
と
に
国
が
指
定
し
た
設
備

　
（
土
地
、
建
物
は
対
象
外
）

2
新
品
で
あ
る
こ
と

3
リ
ー
ス
契
約
で
な
い
こ
と

4
小
売
業
の
設
備
取
得
と
同
時
に
行

　
う
内
外
装
工
事
は
対
象
と
な
り
ま

　
す
．

アウイ
　　　2
　アみ
　　）リ
円リ　1
　1　ス
　蔽電
　度　算
　額　禾L

割
賦
限
度
額
　
二
千
五
百

万
円
（
五
千
万
円
｝

割
賦
損
料
　
年
四
・
五
ク
。

割
賦
期
間
　
　
品
目
年
山
事
ヶ
月

以
内
〔
六
年
六
ヶ
月
以
内
〕

　
　
（
電
算
利
用
設
備
の

五
千
万

　
申
込
み
は
役
場
企
画
財
政
課
ま
た

は
東
郷
町
商
工
会
4
、
随
時
受
付
け
ま

す
必
要
書
類
も
準
備
し
て
い
ま
す

貸与制度のしくみ

中小企業者

蔑
詞設備販売業者

②

亮買契約

代金支払

　④

蕩
饗
．

　
　
　
“

rN
公社

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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よい人セρ人セ 選んで築く
　先月号で選挙（農業委員会委員選挙

・町長及び町議会議員選挙）の期日の

決定についてお知らせしましたが、最

終回の今回は町長及び町議会議員選挙

に的を絞って詳しく解説していきます。

未来6郷土
町　長　選　挙

町議会議員選挙
　7月25日（日）が投票です

恒
P

“
仇
」
、

弓

曳噸・
　　｝ンボル盛

投
票
と
選
挙
人
名
簿

　
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
そ
う
で
す

が
、
選
挙
権
か
あ
r
．
て
も
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、

①
日
本
国
民
で
あ
る
。

②
年
齢
が
二
十
歳
以
上
で
あ
る
。

③
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

　
れ
、
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
往
所

　
か
あ
る
。

　
以
上
が
条
件
に
な
り
ま
す
、

　
な
お
、
今
回
の
町
長
及
び
町
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
投
票
要
件
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
年
齢
要
件
　
昭
和
四
十
八
年
七
月

　
二
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

◆
住
所
要
件
　
今
年
四
月
十
九
日
ま

　
で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

　
て
い
る
人
で
、
今
年
七
月
十
九
日

　
現
在
も
引
き
続
き
東
郷
町
に
住
ん

　
で
い
る
人
．
、
た
だ
し
、
大
学
生
等

　
で
、
東
郷
町
に
住
所
登
録
さ
れ
て

　
い
て
も
現
実
に
東
郷
町
に
住
ん
で

　
い
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

◆
住
所
を
異
動
し
た
人

　
●
町
外
転
出
　
　
－
当
票
日
の
前
日

　
　
（
七
月
二
十
四
日
）
ま
で
に
転

　
　
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
．
、

　
●
町
内
転
居
一
1
今
年
六
月
十
一

　
　
日
以
降
に
町
内
で
住
所
を
移
し

　
　
た
人
（
転
居
を
し
た
人
）
は
、

　
　
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

　
　
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
、

　
　
辱
ご

・C

　
　
　
τ

開

西
自

恕
’
真
・
誉

’

黍

の
冥・
’
・
。

　
　
．
じ

r乙2

膨
．
　
P

投
票
用
紙
と
投
票
順
序

　
投
票
は
、
町
内
十
三
ヶ
所
の
投
票

所
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
投
票
時
間
は
、

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す

が
、
山
ノ
ロ
集
落
セ
ン
タ
ー
、
長
崎

集
会
所
、
中
表
地
区
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
、
下
渡
川
集
会
施
設
の
四
つ
の

投
票
所
は
、
閉
鎖
時
刻
が
午
後
五
時

に
繰
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
．
．

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
選
挙
前
に

組
合
長
等
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
す

が
、
も
し
手
元
に
届
か
な
い
と
き
は

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
．
、

　
投
票
用
紙
は
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に

次
の
よ
う
に
色
分
け
が
し
て
あ
り
ま

す
．
．　
町
長
…
…
薄
い
青
地
に
黒
字
印
刷

　
町
議
会
議
員
…
…
…
薄
い
黄
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
字
印
刷

　
投
票
の
順
序
は
、
町
長
の
投
票
が

先
で
、
町
議
会
議
員
の
投
票
が
後
に

な
り
ま
す
、
．

　
開
票
は
、
町
中
央
公
民
館
で
午
後

七
時
卜
分
か
ら
始
め
ま
す
、
な
お
、

参
観
人
を
百
五
十
人
に
制
限
し
ま
す
．
、

こ
の
参
観
入
場
券
は
、
候
補
者
と
各

区
の
選
挙
入
登
録
者
数
に
応
じ
て
、

区
長
を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
で
す
．

不
在
者
投
票
制
度

　
旅
行
や
病
気
な
ど
で
、
投
票
日
に

投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投

票
日
の
前
日
ま
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
不
在
者
投
票
一
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
棄
権
す
る
こ
と
な

く
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
．
．　

不
在
者
投
票
は
、
告
示
の
日
（
七

月
二
十
日
）
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま

で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
）
で
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。譲》

「贈らない・求めない・

受けとらない」の“3な

い運動“を展開中です〃

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指

定
病
院
や
、
施
設
に
入
ガ
．
て
い
る
有

権
者
は
、
不
在
者
投
票
管
理
者
で
あ

る
施
設
の
長
に
申

し
出
れ
ば
、
そ
の

施
設
の
中
で
不
在

者
投
票
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．

　葺
¢

や

責
任
の
あ
る
一
票
を

　
投
票
日
、
あ
な
た
が
手
に
す
る
一

本
の
エ
ン
ピ
ツ
、
そ
の
一
本
の
エ
ン

ピ
ツ
に
東
郷
町
の
未
来
が
託
さ
れ
て

い
ま
す
．
．

　
義
理
や
人
情
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
自
分
の
目
と
耳
で
選
ん
だ

確
か
な
入
に
、
き
れ
い
な
一
票
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
．
．

吻製

「選挙が明るく、適正に行なわれるよ
うに」という目的で開かれた、東郷町
明るい選挙推進協議会（6月10日）

※
選
挙
制
度
・
し
く
み
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
役
場
総
務
課
内
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
ざ
、
い
。
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　　　　　　　●『喚細り⑤

5しの7ドハイサーく
「くらしのアドバイザー」は、消費生活に関する知識や情報を地域に伝

えるリーダーです。

「かしこい消費者」の輪を拡げるために、お気軽にお近くのアドバイザ

ーにお尋ねください。

　本年度の東郷町のくらしのアドバイザーとして、次の3名の方が委嘱

されました。

暫’
又＿ノ

　塩月英子
　　1福瀬I

a69－2347

皆
様
が
「
．
か
し
こ
い
消
費
者
」
に

な
r
．
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
だ
と

思
r
．
て
い
ま
す
、
訪
問
販
売
等
の
悪

質
な
取
引
と
か
、
特
殊
販
売
と
か
あ

り
ま
す
け
ど
、
今
自
分
に
こ
れ
が
必

要
な
の
か
し
！
．
か
り
見
定
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
等
を
知
っ
て
お
く
の
も
か
し
こ

い
消
費
者
の
一
つ
と
い
え
ま
す
．
．

な
販
売
方
法
が
横
行
し
1
、
い
ま
す
．

県
・
町
共
窓
口
を
つ
く
り
私
達
が
楽

し
い
社
会
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
熱

心
に
取
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す

の
で
、
消
費
に
関
し
て
問
．
三
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
、

［
憧
勤
時
の
事
故
と
会
社
の
責
価
］

、

　璽魂“距β

寺原廣子
　　小野田1

869－2394

今
色
々
な
品
物
が
出
廻
り
、
悪
質

㎏

＼』剛」

寺原はま子
　　．坪谷

豊69－7512

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕
事
と
は
　
消

表
紙
へ
牧
水
⑦
一
た
、
の
解
説

　
こ
の
歌
は
大
正
十
一
二
年
（
一
二
十
九

歳
）
に
出
版
さ
れ
た
『
み
な
か
み
紀

行
』
の
表
紙
に
あ
り
ま
す
．
、

　
牧
水
が
旅
を
愛
し
、
自
然
を
愛
し

げ
、
山
や
渓
谷
を
好
ん
で
歩
い
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．

　
山
深
く
入
り
こ
ん
で
は
小
鳥
の
喘

ぎ
声
に
耳
を
澄
ま
し
、
野
山
で
ふ
と

　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

立
ち
ど
ま
っ
て
道
ば
た
の
草
花
に
見

入
っ
た
り
、
渓
谷
で
は
、
　
「
石
こ
ゆ

る
水
の
ま
う
み
一
に
眺
め
入
っ
た
り

し
て
数
々
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
．

　
こ
の
表
紙
の
歌
か
ら
も
、
そ
の
清

ら
か
さ
、
静
け
さ
が
私
ど
も
の
胸
に

伝
わ
っ
て
き
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
牧
水
が
渓
谷
に
強
く

●

費
生
活
に
関
す
る
知
識
や
情
報
を
地

域
に
提
供
し
、
問
い
合
わ
せ
や
相
談

に
可
能
な
範
囲
で
助
言
を
与
え
る
」

こ
ん
な
難
し
い
事
を
や
れ
る
か
少
し

心
配
で
す
が
、
す
こ
し
で
も
町
民
に

役
に
た
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
目
ざ
し

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

ひ
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
坪
谷
川

の
渓
谷
に
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
へ
の

強
い
想
い
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
会
社
が
社
貝
の
マ
イ
カ
ー
を
社
用

に
使
用
し
た
場
合
に
発
生
し
た
交
通

事
故
は
会
社
に
賠
償
責
任
が
あ
り
ま

す
が
、
社
員
が
通
勤
用
の
み
に
使
用

し
て
会
社
の
業
務
に
使
用
し
て
な
い

場
合
の
運
行
責
任
は
ど
う
な
る
の
か

次
の
よ
う
な
判
例
が
で
ま
し
た
。

　
従
業
員
A
は
会
社
の
寮
に
住
み
込

み
の
社
員
で
あ
っ
た
、
会
社
は
社
員

が
マ
イ
カ
ー
で
工
事
現
場
へ
通
勤
す

る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
が
A
が
時
に

マ
イ
カ
ー
を
使
用
し
て
も
上
司
の
注

意
は
な
か
っ
た
、
事
故
発
生
日
、
A

は
寮
か
ら
マ
イ
カ
ー
で
現
場
に
赴
き

午
後
四
時
頃
寮
に
帰
る
途
中
人
身
事

故
を
起
し
た
。
松
山
地
裁
の
一
審
判

決
は
、
A
は
会
社
に
無
断
で
マ
イ
カ

ー
を
使
用
し
て
現
場
に
赴
い
た
こ
と

か
ら
会
社
に
運
行
支
配
も
運
行
利
益

も
な
い
の
で
会
社
に
賠
償
責
任
は
な

い
と
会
社
責
任
を
否
定
し
た
．
．
上
告

に
お
け
る
高
松
高
裁
の
判
決
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　
「
会
社
は
本

件
マ
イ
カ
ー
を
時
に
A
に
よ
っ
て
現

場
へ
の
通
勤
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
黙
認
し
利
益
を
得
て

お
り
且
A
を
寮
に
住
ま
せ
会
社
の
駐

車
場
を
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
会
社
は
右
の
マ
イ
カ
ー
の
運
行

に
つ
き
直
接
又
は
間
接
に
指
揮
監
督

を
な
し
得
る
地
位
に
あ
り
、
社
会
通

念
上
も
そ
の
運
行
が
社
会
に
害
悪
を

も
た
ら
せ
な
い
よ
う
監
督
す
べ
き
立

場
に
あ
っ
た
し
と
し
て
一
審
判
決
を

破
棄
し
て
会
社
の
運
行
供
用
者
責
任

を
認
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
最
高
裁
も
高
裁
の
認
定
判

断
は
正
当
と
し
て
全
面
的
に
支
持
さ

れ
ま
し
た
．
即
会
社
の
寮
か
ら
工
事

現
場
へ
行
く
の
は
、
む
し
ろ
通
勤
で

は
な
く
業
務
の
た
め
の
移
動
と
考
え

ら
れ
、
会
社
の
「
便
益
的
社
用
使
用
」

に
該
当
し
会
社
に
運
行
供
用
者
責
任

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
．
一交

通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
五
月
末
累
計
一
　
一
内
は
当
月
分
・

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

4
　
　
　
－
4
0
α

　
1
3
　
0
　
〔

2
ゆ

4
〔
1
｝

2
〔
α

6
｛
O
l

17

k0〕

63

ﾐ1

307

k131

件
数

　
一
1
　
　
0
　
「

0
り
1

0
（
α
3
ゆ

0
働
｝

0
〔
0
〕

4
｛
1
1

3
（
0
［

死
者

人
身
事
故謝

⑳

　
一
1
　
0
　
r
」

2
廟

4
（
1
1
1
ゆ

5
〔
0
｝

21 84

k91

407

k18）

傷
者

3245

QL4

　
1
9
1
憾

74

a〕

38

k31

52

k11

37

k4）

187

i14）

489

i22｝

2279

P49

事物
ﾌ旧

　
　
　
全
国
四
、
二
C
九
人

死
者
　
　
　
県
内
　
　
　
四
三
人
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濃まち0～アルバム瓢
啄鶉饒隷劇大会願■践
5月21日倫）

　今年で8回目を迎えた大会は、町内から20チーム

が参加して行なわれました、

　牧水園で開会式が行なわれた後、当園と町総合グ
ラウンドに分かれて4パートで予選リーグが行なわ

れ、それぞれのパートでは決勝に向け熱い戦いが繰
りひろげられていました。

　優勝鶴野内Aチーム
　準優勝　鶴野内Bチーム

　3位寺迫Aチーム・羽坂チーム

劃、

｛

儀

‘

瓢一
　　　砦
　　　　脚

：軍三玉＝至茎＝至；葦裏一夏7＝【三．三三三三三三葦豆重三互至亘茎重．茎互葦三茎茎三三三…三三重三葦茎三呈茎二茎「三歪夏重三三至玉豆茎三三三三茎：…至三豆三三三三三葦葺…「豆芝

　　町の環境美化に…
6月2副水）

　九州電力㈱B向営業所から平戸つつじ等の苗20本

が本町に贈られました，

　これは6月の環境月間にちなみ、地域の環境美化

を進めようとする当社の運動の一つで、毎年行なわ

ま
環
る
す
早
る

　
　
　
　
で

　
　
と
う
苗
長

　
　
　
　
そ

　
　
　
　
喝

　
　
　
　
で

　
　
　
　
れ

　贈られた苗は早速牧水公園内に植えられました。

これから成長するにつれ、みんなの目をなごませて

くれることでしょう。

　　　　　　至重　　　　；夏　　　夏三　　茎葦　夏夏璽豆琵翌
．豆　

玉7コ「星翌．至重茎豆藍．夏＝＝．茎＝三＝匿．三7童7三重茎茎至三三三三互三葦薯豆豆＝＝葦三三至至：茎軍互三三至重葦三三茎．三．三三三三三至三三室重Σ

磁
鵜
℃
，
、
、
、

　
　
ン

春まゆ出荷
　　　　　　町内で1，670kg

「6月8日〔火／。10日！木珀

も

｝
、

》

　例年梅雨に入ると始まる春まゆの出荷が、JA日向

東郷支店で行なわれました．

　今年は春につづいた寒さのため、桑の生育がわる

く、その影響で出荷が例年より3日程遅れました。

また今年は梅雨に入っても雨が少なく、そのため乾

燥した中でよいまゆが取れたということです。

　両日に出荷した農家は17戸で1．670kgでした。

藍重三玉一茎至御三豆豆豆三三三豆…Σ至至三三三三三至三軍三茎喜三．三主三：三；葦葦三三三皇歪重茎三至葦三至夏至葦三三薫重三．三至Σ三夏豆三霊茎；竃要言茎享言薯嘉茎

火災防ぎょ訓練

嘩

影
二二
．産㌔寵・

rざ二

一『昏 撃宙

　繍
　1‘、、．

ご

理些

6月6日日
第1部と牧水園合同

　消防団第1部（小野田）が毎年実施している火災防

ぎょ訓練が、今年は部の管轄内にある特別養護老人

ホーム牧水園で行なわれました．

　今回の訓練は、牧水園の自主防災訓練に合わせ合

同で行なったもので、入所者の避難訓練では施設の

職員と団員が協力し、てきぱきと機敏な行動で対応
していました、

　なお、今回の訓練には他の部からも研修を兼ね
て多くの団員が見学におとずれていました。　　冥銘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N翼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　一一」一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　L　¶蝿晦」
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鞘8こハう⑦

三
原
達
雄
・
ん
（
5
・
歳
）

　
現
在
延
岡
市
に
お
住
ま
い
で
通
信

機
器
販
売
業
（
有
限
会
社
パ
ラ
無
線
）

を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す
．
、

　
家
族
は
奥
さ
ん
と
子
供
二
人
（
内

一
人
は
別
居
中
）
そ
れ
に
お
母
さ
ん

の
、
現
在
四
人
家
族
で
す
。

滋
講

へ沖ド

菰

。
出
身
地

　
鶴
野
内

。
生
年
月
日

　
昭
和
十
八
年
一
月
十
六
日

。
現
在
の
住
所

　
延
岡
市
出
北

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
井
脇
健
さ
ん

★
☆

み
3
さ
と
6
思
い
出
♂
な
し

　
　
幼
い
日
の
夏
の
思

　
私
が
東
郷
に
生
ま
れ
そ
し
て
、
東

郷
を
離
れ
て
、
三
十
五
年
が
す
ぎ
ま

し
た
。
私
の
】
番
の
幼
い
時
の
思

い
出
と
言
え
ば
、
夏
に
東
郷
小
学
校

の
裏
に
あ
る
後
田
の
小
川
、
つ
つ
み

（
人
工
池
）
か
ら
下
流
鯉
川
ま
で
の

間
を
、
魚
釣
り
を
し
た
り
、
泳
い
だ

り
し
た
り
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

朝
早
く
後
田
の
川
に
行
き
、
川
魚
と

り
を
し
た
り
泳
い
だ
り
し
て
、
昼
に

　
　
　
　
　
な
す
　
ひ

は
キ
ュ
ウ
リ
、
茄
子
を
食
べ
、
ま
た

泳
い
だ
り
魚
取
り
を
し
た
り
し
て
、

暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
家
に
帰
る
と
お
こ
ら
れ
る
こ

と
が
い
つ
も
で
し
た
。
つ
つ
み
で
の

年
一
回
の
池
ほ
し
は
鶴
野
内
の
人
た

ち
が
み
ん
な
集
ま
り
、
思
い
お
も
い

に
池
の
中
に
入
っ
て
、
ふ
な
・
こ
い

・
う
な
ぎ
な
ど
を
泥
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
取
っ
た
事
な
ど
い
ま
で
も
楽

自
然
を
利
用
し
た
開
発
を
…

　
仕
事
で
各
市
町
村
に
お
じ
や
ま
し

て
い
ま
す
が
、
各
市
町
村
で
は
、
】

村
「
品
運
動
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
彩

な
催
し
が
開
催
さ
れ
、
良
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
東
郷

に
は
ま
た
行
っ
て
見
た
い
！
と
思
え

る
ふ
る
さ
と
を
目
指
し
、
牧
水
庵
か

ら
坪
谷
川
沿
い
に
、
耳
川
沿
い
を
美

々
津
ま
で
に
大
自
然
を
利
用
し
た
遊

歩
道
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
整

備
し
、
所
ど
こ
ろ
に
休
憩
所
を
設
け

そ
こ
に
は
牧
水
の
歌
な
ど
掲
げ
、
他

に
余
り
無
い
自
然
を
利
用
し
た
「
り

す
公
園
」
な
ど
休
憩
場
所
一
ヵ
所
に

計
画
し
、
自
然
の
中
で
子
供
か
ら
大

入
ま
で
一
日
楽
し
く
過
ご
せ
る
遊
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
★

　
　
　
　
‘

　
　
　
　
い
出

し
い
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
ま

す
．
、
あ
の
頃
は
と
っ
て
も
き
れ
い
な
川

で
し
た
．
今
、
子
供
を
連
れ
て
行
き

「
昔
は
こ
こ
で
一
日
中
遊
ん
で
い
た
ん

だ
ノ
・
」
と
言
っ
た
ら
な
ん
と
返
事
が

帰
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
今
の
時
代

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
ま
ま
で
と
願

う
こ
と
は
土
台
無
理
な
事
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
自
分
の
幼

い
時
代
を
思
い
か
え
す
た
び
に
あ
の
き

れ
い
だ
っ
た
後
田
の
小
川
の
情
景
が

浮
か
ん
で
く
る
の
で
す
。

、＝一

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

■Fバ
▲昔地区の人たちと魚取りをした
　思い出の「つつみ」

道
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
り
す

の
自
然
公
園
な
ど
計
画
し
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。

繍
謬

一構竜一　
前
刀
定
に
枝
整
ひ
し
山
桃
の
春
の
夕
べ

　
に
鶯
の
曳
く

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

陽
春
の
古
里
の
空
鯉
の
ぼ
り
何
は
ば

　
か
ら
ず
山
よ
り
高
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
國
作

友
訪
え
ば
笑
顔
の
う
れ
し
満
開
の
つ

　
つ
じ
愛
で
つ
つ
歌
に
親
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

ふ
く
ま
せ
し
唯
そ
れ
だ
け
の
我
を
責

　
む
贈
ら
れ
し
品
を
頂
く
母
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

五
月
晴
れ
み
ど
り
の
風
吹
く
鯉
の
ぼ

　
り
隣
の
孫
の
生
れ
し
を
よ
ろ
こ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
利
枝

元
禄
の
華
や
ぐ
世
に
も
悪
政
に
泣
き

　
し
逃
散
の
先
祖
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

恋
人
の
丘
幾
度
来
た
る
も
新
し
き
思

　
い
を
こ
め
て
鐘
を
突
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

放
流
の
鮎
の
の
ぼ
る
を
見
て
お
れ
ば

　
正
午
を
知
ら
す
鐘
岡
に
鳴
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

病
む
夫
に
つ
き
そ
い
て
き
し
三
階
の

　
病
室
の
く
ら
み
に
吾
も
臥
し
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

貰
ひ
た
る
一
枝
の
花
持
ち
帰
り
妻
に

　
手
渡
す
母
亡
き
母
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

予
定
せ
し
茶
つ
み
の
日
取
り
明
日
に

　
し
て
梅
雨
空
故
か
妻
の
憂
い
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男
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坪谷の稲田あやかちゃん5歳

グ畠レ
電
．
バ
鎮
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鞍
鱒
．
参

　
　
　
　
．

修黛
▲題「トマトをつくっているおとうさん」

父：稲出幹彦さん

母：　信代さん
○好きな食べ物は？

　りんご・ぷレう

○好きな遊びは？

　ブランコ

○大きくなったら何

　になりたいですか？

　看．護婦さん

毒

マ
．

坪谷の稲田大士くん5歳．

　　　『

　蕩
ず

　司・・，。

　　　　　父：稲田富男さん

　　　　　父：　　友子さん

　　一、○好きな食べ物は？

　　　　　　レーマン・メロン
　　　　　O好きな遊びは？

　　　　　　ブランコ

　　　　　O大きくなったら何
　　　　　　になりたいですか？

．．ゴ @尊1∴満晃
　　　　　　い

▼題「いもうと」
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・
二
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毒
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！
弊

し
．
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L
、
、
．
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i
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毎

騨
ゼ
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筏
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讐
“
＼

。
Y
・
Y
。
γ
・
Y
。
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
T
・
γ
・
γ
・
T
・
Y
∴
T
・
T
・
Y
・
Y
・
γ
。
Y
・
Y
。
γ
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
ヤ
・
Y
・
Y
・
γ
∴
T
・
T
・
γ
∴
T
∴
T
・
Y
・
Y
∴
T
・
7
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
。
γ
・
了
・
γ
・
γ
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γ
・
γ
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Y
・
Y

地域の福祉に
お役立てください

ニッセンから車椅子が

　寄贈されました

　呉服販売会社二’セン日
i白」店力・ら本田∫；二．詩聖奇．」’一1台

が寄贈されました，

　二・センは．きものの二

・セン．．として親しまれて

いますが、この申二椅丁・は、

会社の． ､のノJ・鳩キ’．・ンズ＼

一ン．．という福祉事業ノう　一

つとして贈られたもので、

町内の万から出していただ
いた．lif着カヨ．愛ク）車三二∫・とな

ったものです。

　この車布奇f’は役士易玄関；こ

置いて活用させていただき
ます，

　　　r　　．　　・　　■　　　　　■噛　　　　　　■

　　　　　噛　　　　　　幽　　　幽　　　　　■　國　　　　　　L■　　　　　■

斡
摯
ゆ
公
徳

有
限
会
社

　　

@
海
野
建
設

　
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
五
八
二
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
小
野
田
）

　
T
E
L
　
㊥
　
3
1
7
6
4

11
　
F
A
X
　
㊥
　
3
5
0
9

　
　
代
表
取
締
役
　
海
野
　
巧

　
o
設
立
年
月
日
は
？
．

　
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
で
す

11

O
現
在
の
従
業
員
数
は
？

　
卜
名
で
す

O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
土
木
工
事
・
建
設
工
事

　
　
で
す

O
会
社
の
業
務
で
モ
ッ
ト
ー

　
と
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り

　
ま
す
か
？

　
若
者
の
育
成
を
目
標
に

　
あ
る
会
社
作
り
一
を
目
ざ

　
し
て
い
ま
す
．

　
9●

●

②

O
そ
の
他
何
か
P
R
す
る
こ
と
等
あ
幽

り
ま
せ
ん
か
？

　
只
今
若
い
従
業
員
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
．
男
女
を
問
い
ま
せ
ん

　
ご
浦
培
絡
ノ
＼
だ
ざ
、
い
．

一諦一r｝一．．

／

麟群
一躍
」」∈ヌ

l　　　　　　l

　　　　　　　　　　■　　．　　「　　　　　　　　　L　　　　　　L　　　　　　　伽　　　　　　L　　　　　｝　　　．　　｝　　　9　　　　　　・　■　　　　　　・
國　　　　　　幽し　　　　　9
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ム
　
　
O

・
《
一
へ
　
　
　

い
、
亀
う

空
…謝巾

町
民
の
健
康
よ
拐
瓢
眠
し
ま
す

東
郷
町
立
病
院
医
師
（
整
形
外
科
・
内
科
）
着
任

　
　
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
東
郷
町
立
病
院
の
医
師
二
人
が

　
六
月
一
日
で
交
替
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
は
新
し
く
着
任
さ
れ
た
二
人
の
医

　
師
を
“
自
己
紹
介
”
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

院
長
大
崎
　
泰
（
3
4
歳
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
辞
令
交
付
式
の
と
き
は
役
場
の
場

　
　
　
　
　
　
く
整
形
外
科
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
．
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
み
れ
ば
あ
の
牧
水
記
へ
，
心
霊
に
も
ま

　
こ
の
度
、
県
立
宮
崎
病
院
よ
り
赴

任
致
し
ま
し
た
外
科
担
当
の
大
崎
泰

で
す
．
．
延
岡
市
の
出
身
で
声
門
は
整

形
外
科
で
す
．
．

　
昭
和
六
レ
年
に
自
治
医
科
大
学
を
」
竿

業
後
、
県
立
宮
崎
病
院
と
こ
の
入
郷

地
区
の
病
院
を
中
心
に
勤
務
し
て
参

り
ま
し
た
．
特
に
昭
和
六
卜
二
年
か
ら

の
二
年
間
は
西
郷
村
国
保
病
院
に
、

平
成
三
年
か
ら
の
一
年
間
は
椎
葉
村

国
保
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
国
道
謄
写
線
は
自
分
の
庭
の
よ

う
に
何
回
も
往
復
し
ま
し
た
し
、
こ

の
東
郷
町
立
病
院
に
も
手
術
の
応
援

等
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
．
．

　
そ
ん
な
訳
で
東
郷
の
こ
と
は
よ
く

知
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
先
日

だ
ノ
f
・
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
．

一
日
も
早
く
こ
の
地
に
慣
れ
親
し
み
、

皆
様
の
健
康
管
理
に
少
し
で
も
役
立

て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
．
妻
と

二
人
の
息
．
・
r
と
も
ど
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
．

　
　
　
日
高
利
昭
西
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
内
科
、
．

鯵

　
こ
の
度
、
村
立
西
米
良
病
院
よ
り

赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
内
科
担

当
の
日
高
利
昭
で
す
．
一
般
内
科
を

し
て
い
ま
す
が
呼
吸
器
〔
肺
）
の
病

気
を
特
に
勉
強
し
て
い
ま
す
、

　
自
己
紹
介
と
し
て
は
、
生
ま
れ
も

育
ち
も
宮
崎
市
で
す
．
一
趣
味
は
蒔
楽

り

歯科医師だより⑬

　
食
べ
る
こ
と
、
つ
ま
り

瞭
む
こ
と
は
　
硅
き
る
こ

と
の
第
一
条
件
で
す
．
い

く
ら
食
べ
る
意
志
が
あ
っ

！
、
も
、
歯
が
な
け
れ
ば
お

い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
．
そ

れ
ほ
ど
噛
む
と
い
う
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
す
．
．

　
で
は
、
噛
め
な
い
と
ど

ん
な
悪
い
こ
と
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
．
ま
ず
、
食
べ

物
の
消
化
が
悪
く
な
る
こ

関
係
が
多
く
、
．
．
日
楽
を
聞
く
、
楽
器

を
演
奏
す
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
．

気
が
向
け
ば
作
詞
作
曲
も
し
ま
す
．

あ
と
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
あ
つ
か

っ
た
り
、
映
画
〔
ビ
デ
オ
）
を
見
た

り
、
．
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作
っ
た
り
と
い

／．

ｽ
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
．

　
と
こ
ろ
で
そ
も
そ
も
私
が
医
者
に

な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
小
学
二
年

の
時
に
交
通
事
故
で
死
に
か
け
ま
し

て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な

ズ．

ｽ
か
と
思
い
ま
す
．
．
そ
の
時
は
一

ヵ
月
も
動
け
ま
せ
ん
で
し
た
．
．
r
供

心
な
が
ら
に
健
康
の
素
晴
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
．
．

　
こ
の
健
康
の
素
晴
し
さ
を
皆
様
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
健

康
の
増
進
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．
一
緒
に

健
康
と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
ま
し

ょ
・
つ
．
．

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
．
噛
む
こ
と
に

よ
り
、
食
べ
物
は
細
か
く
漁
れ
消
化

さ
れ
や
す
く
な
り
、
消
化
液
の
分
泌

も
促
進
さ
れ
ま
す
．
次
に
、
よ
く
噛

め
な
い
と
あ
ご
の
発
達
が
悪
く
な
り

歯
並
び
や
｝
顔
の
形
に
も
影
面
日
を
与
て
え

ま
す
．
そ
の
結
果
、
発
音
に
も
影
響

を
炊
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
．
今
は
や
り

の
細
面
の
し
ょ
う
ゆ
顔
は
、
見
た
目

に
は
力
一
コ
よ
い
の
で
す
が
、
も
し

か
す
る
と
よ
く
噛
ま
な
い
結
果
か
も

し
れ
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
．
r
ど
も
た
ち
に
は
、
噛
む

こ
と
が
脳
の
刺
激
、
情
緒
、
意
欲
的

な
行
動
な
ど
、
人
間
形
成
の
基
礎
に

国保

だより

関
与
し
た
働
き
が
あ
る
・
二
・
匿
わ
れ
て
．

い
ま
す
．
つ
ま
り
、
噛
む
こ
と
は
脳

を
刺
激
し
、
脳
の
血
液
循
環
を
よ
・
＼
皿

し
、
脳
の
神
経
回
路
を
増
加
さ
せ
、
　
一

そ
の
働
き
を
活
発
に
す
る
よ
う
で
す

　
以
ヒ
述
べ
〆
、
き
た
よ
う
に
、
噛
む
一

こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
役
割
を
占
め
る
よ
う
で
す
．
．
保
護

者
の
か
た
、
．
r
ど
も
た
ち
が
よ
く
噛

ん
で
食
事
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
あ
一

げ
て
ノ
＼
だ
ざ
、
い
一

　
次
回
は
、
噛
め
る
．
r
ど
も
に
育
！
、

る
た
め
の
し
つ
け
や
食
事
方
法
に
つ

い
て
で
す
．

退
職
者

医
療
制
度
に
つ

　
厚
生
年
金
制
度
等
ρ
国
民
年
金
．
は

対
象
外
）
に
、
二
十
年
以
上
、
も
し

く
は
四
十
歳
以
後
卜
年
以
上
の
加
入

期
間
の
あ
る
人
で
、
退
職
後
年
金
の

支
給
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
及

び
、
そ
の
扶
養
家
族
は
「
退
職
者
医

療
制
度
」
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
｝
届
出

　
年
金
証
書
を
受
け
と
’
．
た
ら
レ
四

日
以
内
に
、
年
金
証
書
を
添
え
て
役

場
住
民
課
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
．
一

資
格
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
い
て
．
　
・

　
年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日

資
格
喪
失

☆
死
亡
（
扶
養
家
族
は
国
保
の
一
般

　
被
保
険
者
と
な
る
）

☆
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
る
よ

う
に
な
r
．
た
人

医
療
費
の
一
部
負
担
割
合

　
退
職
者
本
人
…
入
院
、
通
院
と
も

　
　
　
　
　
　
二
割

　
扶
養
家
族
…
…
入
院
二
割
、
通
院

　
　
　
　
　
　
三
割

保
険
税

　
一
般
被
保
険
者
と
同
じ

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉



州」8
　　　　おカらせ
《《イこノ7オメーショこノ》》鰍

メ
ジ
ロ
捕
獲
・
飼
養
に
は

許
可
が
必
要
で
す

▽
捕
獲
で
き
る
期
間

　
毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月

　
三
十
一
日
ま
で

　
※
こ
れ
に
は
県
（
東
臼
杵
農
林
振

　
　
興
局
）
の
許
可
が
必
要

▽
飼
養
で
き
る
羽
数

　
原
則
と
し
て
一
世
帯
に
つ
き
一
羽

　
※
こ
れ
に
は
町
の
許
可
が
必
要

▽
手
数
料
　
二
千
六
百
円

　
な
お
、
不
明
な
点
、
メ
ジ
ロ
捕
獲

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

保
護
員
ま
た
は
役
場
林
政
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
、

　
鳥
獣
保
護
員

　
黒
木
睦
実
（
山
回
）
㊦
1
8
0
9

　
松
掛
芳
郎
（
坪
谷
）
㊥
7
7
4
0

児
童
扶
養
手
当
を

　
受
け
ら
れ
る
方
へ

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
、
死
亡

な
ど
の
理
由
で
父
親
が
い
な
い
児
童

や
父
親
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
そ
の
児
童
を
育
て
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
．
．

　
た
だ
し
、
離
婚
、
死
亡
な
ど
で
受

給
資
格
が
備
わ
っ
て
か
ら
五
年
の
間

に
手
当
の
請
求
を
さ
れ
な
い
と
、
請

求
の
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
．
．

　
★
現
況
届
に
つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
八
月
f
一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
役
場
へ
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
な
い

と
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
土
粘
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
生
活
課
福

祉
係
ま
で
、

ぶ
れ
愛
・
わ
け
愛

　
　
　
　
　
　
た
す
け
愛

　
現
在
す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
国
内

自
給
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
、　
七
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運

動
」
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

成
分
献
血
と
、
四
〇
〇
㎜
／
セ
献
血

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

七
月
は
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
月
間

　
少
年
の
非
行
防
止
に
は
、
家
庭
・

学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
犯
罪
を
誘
発
し
な
い
社
会

づ
く
り
活
動
の
推
進
が
必
要
で
す
。

　
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、
明
る
い

杜
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
．
、

あ
ゆ
遊
漁
券
の
販
売

　
町
内
の
販
売
所
は
、
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
幸
川
本
流

・
福
瀬
地
区
－
是
則
千
平
坦
・
新
名

　
　
　
　
　
商
店
・
矢
野
商
店

・
小
野
田
地
区
　
塩
月
喜
一
宅
・
吉

　
　
　
　
　
　
野
幸
夫
宅

・
鶴
野
内
地
区
　
岩
見
春
治
宅
・
佐

　
　
　
　
　
　
藤
商
店

・
迫
野
内
地
区
1
池
田
保
宅

二
八
重
原
地
区
一
山
口
直
垂
・
山
本

　
　
　
　
　
　
商
店

・
羽
坂
地
区
…
海
野
武
夫
宅

。
坪
谷
川
支
流

・
華
美
地
区
－
川
越
善
美
宅

・
坪
谷
地
区
一
矢
野
直
島
・
稲
田

　
　
商
店
・
松
岡
商
店
・
富
山
勲
宅

　
　
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家

▽
料
金
　
一
日
　
　
五
〇
〇
円

　
　
　
年
間
　
一
、
三
〇
〇
円

※
七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。

　
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
川

　
河
川
美
化
に
心
が
け
楽
し
い
フ
ィ

　
ッ
シ
ン
グ
を
…
。

月曜から金曜午前9潮上～12時

午後1時～4時40分（祝祭5を除く）

相談員が親身になってこ相談に応

相談日：毎月第3木曜日午後1時

故交
鱒
◎

センタ
匁　80985－2‘

会
青
階

険
険
噺

串本社団法人

宮崎1

宮崎市広島1

税
務
大
学
校
生
募
集

▽
受
付
期
間

　
7
月
1
日
目
木
）
～
7
月
8
日
（
木
）

　
※
試
験
は
高
校
卒
業
程
度

　
詳
し
く
は
延
岡
税
務
署

費
0
9
8
2
1
⑫
1
3
3
0
1

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
7
月
2
0
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
7
月
2
1
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
　
　
一
一
期

国
民
健
康
保
険
税
三
期

　
※
納
期
は
八
月
二
日
ま
で

　　

@　

@　

@　

P
急

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
小
野
田
の
後
藤
美
智
枝
さ
ん
か
ら

　
（
廣
さ
ん
・
3
4
歳
ご
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
上
田
シ
ズ
子
さ
ん
か
ら

　
（
成
人
さ
ん
・
3
6
歳
半
逝
去
）

◎
寺
迫
の
橋
口
善
孝
さ
ん
か
ら

　
（
ハ
リ
ヱ
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

■
、
．
．

●

（
五
月
届
出
分
）

出
生
お
め
垢
、
と
う

橋 寺 直 田 長 赤

口 原 野 三池
ち
や

さ 佳 豪 優1
1
城
ん

や の

か 孝 士 行 磨 名

一
孝 吉 公 父

郎 幸 範
功

一

i
碧

羽 羽 福 小
野
福 住

坂 坂 瀬 田 瀬 所

結
婚
お
幸
せ
に

（柏川

c越

�ｺ
]子二

一月口1【

��

回美

O�

名
ﾐ

回向
s瀬�
引　
ｪ瀬
s�
所
ﾐ

亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
ﾐ

本
九
助
�

木
榮
次
郎
�

口
l
l
エ
�

田
成
人
�

皿藤
P須1
A
満
�

野
漏
汐
�

名
ﾐ

4歳

�

2歳

�

6歳

�

6歳

�

4歳

�

0歳

�

7歳

�
齢
ﾐ

　
表
�

野
内
�
迫
�

野
内
�

野
田
�

重
原
�
谷
�
所
ﾐ

★
☆
予
　
告
☆
★
☆
ﾐ

公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ﾐ

結
果
に
つ
い
て
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ﾐ

大
会
の
結
果
に
合
わ
せ
て
来
月
号
ﾐ

紹
介
し
ま
す
。
ﾐ
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